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駐
日
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
の
イ
ヴ
ァ

ン
・
ム
ル
キ
ッ
チ
特
命
全
権
大
使
と
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ラ
・
コ
ヴ
ァ
ッ
チ
文
化
広
報
・
領
事
担
当

書
記
官
が
本
学
を
訪
れ
、
千
葉
喬
三
学
長
ら
と

会
談
し
ま
し
た
。

本
学
は
、
同
国
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
大
学
と
大
学
間

交
流
協
定
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
哲
学
部
と
本

学
文
学
部
と
で
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結
し
、

学
生
の
相
互
派
遣
・
受
入
を
盛
ん
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
文
学
部
で
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
セ
ル
ビ
ア
語
の
授
業
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

会
談
で
は
、
ム
ル
キ
ッ
チ
大
使
と

千
葉
学
長
の
間
で
現
行
の
部
局
間
協

定
を
大
学
間
協
定
に
発
展
さ
せ
、
学

生
交
流
・
研
究
交
流
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大

学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
昨
年
７
月
に
同
大
政
治
学
院
と
社

会
文
化
科
学
研
究
科
が
部
局
間
で
結
ん

だ
交
流
協
定
を
全
学
に
拡
大
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
協
定
に
よ
り
全
学
部
・
研

究
科
で
同
大
と
の
学
術
交
流
・
学
生
交

流
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
で
行
わ
れ
た

調
印
式
に
は
、
同
大
の
ア
ラ
ン
・
ベ

レ
ッ
ツ
学
長
、
ア
ン
ヌ
・
ク
レ
ー
ブ

＝
ペ
リ
シ
エ
副
学
長
、
本
学
の
佐
藤

豊
信
副
学
長
、
荒
木
勝
社
会
文
化
科

学
研
究
科
長
ら
関
係
者
が
出
席
。
ベ

レ
ッ
ツ
学
長
と
佐
藤
副
学
長
が
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
発
掘
成

果
展
「
謎
の
荘
園 

鹿
田
荘―

集
落
・

条
里
・
領
域―

」
が
創
立
五
十
周
年

記
念
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

鹿
田
荘
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け

鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
あ
っ
た
、

全
国
で
四
箇
所
し
か
な
い
藤
原
摂
関

家
の
代
表
者
が
代
々
受
け
継
い
だ
荘

園
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
鹿
田
荘
の
範
囲
な
ど
、
多
く
の

点
は
未
解
明
の
ま
ま
。
同
展
で
は
、

関
連
遺
跡
の
調
査
研
究
に
携
わ
っ
て

き
た
本
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
岡

山
市
教
育
委
員
会
の
成
果
を
は
じ
め

て
一
堂
に
集
め
、
鹿
田
荘
の
謎
に
迫

り
ま
し
た
。

文
字
を
書
け
る
有
力
者
の
存
在

を
推
測
さ
せ
る
硯
や
土
器
、
陶
器
と

い
っ
た
出
土
品
約
２
０
０
点
、
平
安

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
鹿
田
荘

一
帯
の
変
遷
が
一
目
で
分
か
る
景
観

復
元
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
展
示
。
来
場

者
は
出
土
品
を
手
に
取
っ
た
り
、
研

究
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
り
し
て

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

し
た
。

「鹿田荘」の謎に迫る
発掘成果展を開催

（2011.1.6−10）

難治性感染症治療薬の創製に向け
中国上海中医薬大学・韓国圓光大学と

共同研究協定
（2010.12.13）

フランス・ストラスブール大学と
大学間交流協定を締結

（2011.1.21）

既
に
社
会
文
化
科
学
研
究
科
と
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
政
治
学
院
と
の
間
で

実
施
し
て
い
る
教
員
の
派
遣
に
加
え
、

今
後
は
自
然
科
学
研
究
科
、
医
歯
薬
学

総
合
研
究
科
で
も
教
員
・
学
生
の
交
流

を
行
う
予
定
で
す
。

中
国
上
海
中
医
薬
大
学
、
韓
国
圓
光

大
学
と
難
治
性
感
染
症
（
マ
ラ
リ
ア
等

の
熱
帯
病
、
Ｃ
型
肝
炎
な
ど
）
の
治
療

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
と
学
生
・
教
職
員
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
ベ
ト
ナ
ム
カ
フ
ェ
」
を
行
い
ま

し
た
。

本
学
は
、ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
事
務
所
を
設
け
、

同
国
・
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
に
教
員
を
派
遣
す
る
な

ど
同
国
と
の
交
流
を
重
点
的
に
進
め
て
お
り
、

学
生
に
同
国
へ
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
企

画
。
こ
の
日
は
「
ベ
ト
ナ
ム
語
に
挑
戦
！
～
プ

レ
編
～
」
と
題
し
、
来
日
中
の
ベ
ト
ナ

ム
現
地
事
務
所
職
員
や
長
期
派
遣

経
験
が
あ
る
日
本
人
教
員
が
、
同

国
の
情
報
や
文
化
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
日
本
人
学
生
が
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
語
を
学
び
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
は
今
後
も
定
期
的

に
行
う
予
定
。
今
年
３
月
に

は
同
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

駐日セルビア大使が
本学を訪問
（2010.12.10）

▲�

イ
ヴ
ァ
ン
・
ム
ル
キ
ッ
チ
大
使
（
右
か
ら
４

番
目
）
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
コ
ヴ
ァ
ッ
チ

書
記
官
（
左
か
ら
３
番
目
）
を
囲
ん
で

▲�右から許南浩医学部長、荒木研究科長、
佐藤副学長、ベレッツ学長、ペリシエ副
学長、清水耕一経済学部長

▲�圓光大・金学権副学長（右）、上海中医
薬大・謝建群副学長（中）と本学・曽良
達生副学長（左）

薬
開
発
へ
向
け
た
共
同
研
究
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

豊
富
な
天
然
資
源
を
保
有
す
る
上

海
中
医
薬
大
、
人
獣
共
通
感
染
病
の
研

究
が
活
発
な
圓
光
大
、
マ
ラ
リ
ア
新
薬

開
発
研
究
を
通
じ
、
シ
ー
ズ
発
掘
か
ら

臨
床
試
験
に
至
る
す
べ
て
の
医
薬
品
開

発
の
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
本
学
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
、
新
薬
の
創
製
を

目
指
し
ま
す
。
知
的
財
産
面
で
の
取
り

決
め
も
明
文
化
し
て
お
り
、
日
中
韓
の

３
大
学
が
研
究
成
果
に
関
す
る
共
通
の

ル
ー
ル
を
定
め
る
の
は
極
め
て
画
期
的

で
す
。

ベトナムカフェで学生が
ベトナム人留学生らと交流

（2010.11.12）
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▲�新しい看板を披露する千
葉学長（後列右から三人
目）、田中理事（後列右から
二人目）、森田理事（後列右
から四人目）、赤松康弘な
かよし園園長（後列右から
一人目）、こぐま組園児たち
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昨
年
10
月
か
ら
行
っ
て
い
た

鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
教
職

員
・
学
生
の
子
ど
も
向
け
保
育

施
設
「
な
か
よ
し
園
」
の
改
修

工
事
が
終
了
し
、
開
所
式
を
行

い
ま
し
た
。

千
葉
学
長
、
田
中
宏
二
企

画
・
総
務
担
当
理
事
、
森
田
潔

病
院
担
当
理
事
が
挨
拶
し
た
あ

本
学
は
、
労
働
者
の
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
を
積
極
的
に
支
援
す

る
「
基
準
適
合
一
般
事
業
主
」（
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
）
に
認
定
さ

れ
、
次
世
代
認
定
マ
ー
ク
「
く
る

み
ん
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
促
進
法

に
基
づ
き
、
第
Ⅱ 

期
一
般
事
業

主
行
動
計
画
（
平
成
19
年
4
月
～

平
成
22
年
3
月
）
を
策
定
。
育
児

休
暇
を
取
得
し
た
男
性
職
員
ら
の

体
験
記
「
岡
大
パ
パ
の
育
児
エ
ッ

セ
イ
集
」
の
作
成
、
長
期
休
暇
中

の
学
童
保
育
施
設
「
か
い
の
き
児

童
ク
ラ
ブ
」
や
病
児
・
病
後
児
保

育
施
設
「
ま
す
か
っ
と
病
児
保
育

ル
ー
ム
」
の
開
設
、
乳
幼
児
保
育

施
設
「
な
か
よ
し
園
」
の
保
育
体

制
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
は
第
Ⅲ
期
一
般
事
業
主

行
動
計
画
（
平
成
22
年
4
月
～
平

成
25
年
3
月
）
に
従
い
、
次
世

代
育
成
支
援
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る
制
度

の
周
知
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

仕
切
り
の
あ
る
机
で
集
中
し
た
り
、
丸

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
友
人
と
話
し
合
っ
た

り
…
。
一
般
教
育
棟
の
自
学
自
習
ス
ペ
ー

ス
「
W
a
k
u
2
ス
ク
エ
ア
」
に
は
学
生
の
姿

が
絶
え
な
い
。
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
法
学

部
の
女
子
二
人
は
「
文
系
は
学
部
に
自
習
場

所
が
少
な
い
の
で
空
き
コ
マ
や
休
日
の
勉
強

に
便
利
。
疲
れ
た
ら
友
人
と
話
し
た
り
、
飲

み
物
を
飲
ん
で
気
分
転
換
も
で
き
る
。
家
と

違
い
誘
惑
が
な
く
、
他
人
の
目
が
あ
る
の
で
、

は
か
ど
り
ま
す
よ
」
と
満
足
そ
う
。

岡
山
大
学
に
は
現
在
、
こ
う
し
た
自
学
自

習
ス
ペ
ー
ス
や
情
報
処
理
・
語
学
演
習
室
と
い
っ

た
設
備
の
ほ
か
、
語
学
力
養
成
シ
ス
テ
ム
、
職

業
観
の
育
成
や
就
職
支
援
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア

開
発
、
国
際
交
流
体
験
な
ど
、
学
生
た
ち
を
多

面
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味

は
な
い
。

も
う
す
ぐ
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
せ
っ
か
く
の
学

生
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
支
援
環
境
を

含
め
た
＂
岡
大
と
い
う
道
具
〟
を
使
い
尽
く
し
て

存
分
に
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
＂
岡
大
卒
〟
の

誇
り
を
持
っ
て
学
舎
を
巣
立
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

COLUMN

キャンパス
探訪

05
「 誇 り の 源 」

照
明
を
消
し
て
ろ
う
そ
く
に
火

を
と
も
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「Candle 

N
ight

～H
eartful M

essage

～
」

が
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
会
館

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し

た
。本

学
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、

学
生
サ
ー
ク
ル

「
Ｌ
ｉ
☆
Ｌ
ｕ
ｃ

ｋ
」
を
中
心
に

結
成
し
た
「
学

内
Ｃ
Ｏ
Ｅ
ウ
イ

ン
タ
ー
企
画
実
行
委
員
会
」
が
12

月
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
今

回
が
３
回
目
で
す
。

会
場
は
ツ
リ
ー
型
や
ハ
ー
ト
型

な
ど
に
並
べ
ら
れ
た
約
２
０
０
０

個
の
ろ
う
そ
く
が
幻
想
的
な
光
景

を
作
り
だ
し
ま
し
た
。
来
場
者
は

暖
か
い
飲
み
物
を
手
に
談
笑
し
た

り
、
記
念
撮
影
し
た
り
と
キ
ャ
ン

パ
ス
の
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
を

楽
し
み
、
訪
れ
た
学
生
は
「
ム
ー

ド
が
あ
っ
て
わ
く
わ
く
す
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

オープン

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
と
学
生
・
教
職
員
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
ベ
ト
ナ
ム
カ
フ
ェ
」
を
行
い
ま

し
た
。

本
学
は
、ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
事
務
所
を
設
け
、

同
国
・
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
に
教
員
を
派
遣
す
る
な

ど
同
国
と
の
交
流
を
重
点
的
に
進
め
て
お
り
、

学
生
に
同
国
へ
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
企

画
。
こ
の
日
は
「
ベ
ト
ナ
ム
語
に
挑
戦
！
～
プ

レ
編
～
」
と
題
し
、
来
日
中
の
ベ
ト
ナ

ム
現
地
事
務
所
職
員
や
長
期
派
遣

経
験
が
あ
る
日
本
人
教
員
が
、
同

国
の
情
報
や
文
化
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
日
本
人
学
生
が
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
語
を
学
び
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
は
今
後
も
定
期
的

に
行
う
予
定
。
今
年
３
月
に

は
同
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

と
、
園
児
と
と
も
に
新
看
板
を

披
露
。
秋
に
園
児
が
拾
っ
て
遊

べ
る
よ
う
に
、
園
庭
に
全
員
で

ド
ン
グ
リ
が
実
る
マ
テ
バ
シ
イ

を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。
保
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
高
橋
敏

之
教
育
学
研
究
科
教
授
が
図
鑑

な
ど
ド
ン
グ
リ
に
関
連
し
た
書

籍
を
同
園
に
贈
呈
し
、
「
マ
テ

バ
シ
イ
は
大
き
な
ド
ン
グ
リ
が

で
き
る
。
大
事
に
育
て
て
く
だ

さ
い
」
と
語
り
か
け
る
と
、
園

児
は
「
ハ
ー
イ
」
と
元
気
よ
く

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲�

杉
山
さ
ん
（
右
）
と
矢
野
さ
ん

次世代認定マーク「くるみん」を取得

路
上
で
倒
れ
た
男
性
を
救
助
し
た
こ
と
を

た
た
え
ら
れ
、
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
薬
科

学
専
攻
２
年
生
の
杉
山
茉
由
さ
ん
と
矢
野
春

奈
さ
ん
が
「
岡
山
県
善
行
賞
」
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

二
人
は
２
０
１
０
年
１
月
25
日
昼
頃
、
津

島
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
自
転
車
に
乗
っ
た
ま

ま
倒
れ
込
む
男
性
を
目
撃
し
ま
し
た
。
二
人

は
協
力
し
て
気
道
確
保
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
応
急
処
置
を
施
し
、
男
性
は
そ
の
後
到

着
し
た
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
一
命

を
と
り
と
め
ま
し
た
。

二
人
は
医
薬
分
野
へ
の
就
職

が
決
ま
っ
て
お
り
、
「
表
彰

さ
れ
た
こ
と
よ
り
も
、
男

性
が
助
か
っ
た
こ
と
が
う

れ
し
い
。
人
命
を
救
っ
た

経
験
を
仕
事
に
活
か
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大学院生が人命救助で
岡山県善行賞
（2011.1.24）

学生が
 キャンドルナイトを

開催（2010.12.21）

新「なかよし園」を開所
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